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令和元年１１月１４日 

 

都道府県本部長 事務局長 各位 

公益社団法人 日本空手協会  

専務理事 小倉 靖典 

 

資格失効、返上について 

 

拝啓 

向寒の候、皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は、当協会の活動に一方なるご尽力とご支援を賜り、深く感謝しております。 

 

さて、先般行なわれました師範会にて資格失効、返上について、以下のように決まりましたので 

ご連絡いたします。 

 

                        敬具 

 

【資格失効について】 

各種資格の有効期限から６ヶ月以内に資格更新手続きが行われなかった場合、その資格は失効とする 

①失効した資格については公認技術資格証に「Ｌ」と表示される 

②失効した資格以外に保持している資格は有効とする（有効期限に準ずる） 

③失効した資格を再受験する場合は、Ｄランクからとする 

  

【資格返上について】 

資格返上届を提出することで資格を返上する事ができる（事務処理上失効と区別するため必要） 

①返上した資格については公認技術資格証に「Ｒ」と表示される 

②返上した資格以外に保持している資格は有効とする（有効期限に準ずる） 

 

【師範会委員および師範会員の資格返上について】 

資格返上届を提出することで資格を返上する事ができる（事務処理上失効と区別するため必要） 

①師範会委員および師範会員が審判資格を返上しても師範会員に留まれる 

ただし、返上は７０歳以上とする。 

 ②返上した資格を再受験する場合は、各種資格受験基準に準ずる。 

 

 

 

 



※制度施行までの周知期間を設ける 

【国内】 

 施行 令和２年（２０２０年）４月１日 

 ①期限が切れている資格については、更新料滞納分を２０２０年３月３１日までに全額支払う。 

支払われない場合、失効とする。 

 

【海外】 

 施行 令和３年（２０２１年）１月１日 

①有効期限が切れている資格については、更新料滞納分を２０２０年１１月３１日までに全額支払

う。支払われない場合、失効とする。 

 


